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概要 

• 重み付き無向サイクルが与えられる. 

• 各辺をどちらかに有向化せよ. 

• 但し, 全ての 𝑖 について, 𝑠𝑖から𝑡𝑖へ到達可能
にしてほしい. 

• 𝑠𝑖から𝑡𝑖への距離の和を最小化せよ. 



考察 

• 頂点番号の増える向きを “時計回り” と思うこ
とにする. 

 

• 全て時計回り, または全て反時計回りにする
有向化は, 答えの候補のひとつ. 



考察 

• “全て時計回り, または全て反時計回り” 以外
の有向化は, “両方外側に向く” 頂点を含む. 



考察 

• このような頂点を固定すると, 各クエリの向き
付けはほぼ一意に決まる. 



考察 

• 次の擬似コードで, すべての向き付けの候補
を列挙できる. 



考察 



考察 



考察 



考察 



考察 



考察 



考察 



考察 



考察 

• あとは, 擬似コード中の 
“CHECK_AND_UPDATE” を実現すればよい. 



考察 

• CHECK: 今時計回りのクエリと反時計周りの個
数をベクトルとして持っておくと, 内積がゼロ
かチェックすればよい 



考察 

• この内積は, “区間に足し込む, 区間の和を取
る”ができる segtree を二つ持っていれば, 更
新できる. 

 

• 全体で 𝑂 𝑛 + 𝑞 log 𝑞  



Writer 解 

• 澤 

– C++ 196行 

• 須藤 

– C++ 179行 

 

(行数にヘッダやコメント含む) 
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